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要　旨　本研究では児童の援助行動に注目した鬼遊び（なかま鬼）の体育授業における実践
方法及び，その効果について検討を行った。研究１の結果，体育授業におけるなかま鬼の実
践方法及び，効果の実証に向けた調査方法に関する情報が得られた。研究２の結果，援助行
動が促進されるなかま鬼への参加を通じて，児童の援助自己効力感が高まるほか，クラスに
おける居心地の良さの感覚についても向上する可能性が窺われた。
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問題の所在

　現代社会が体育に期待する事柄の一つとし
て，身体活動を通じて獲得したフェアプレイの
日常生活への般化が挙げられる。例えば「ルー
ルを守る」，「全力を出し切る」などの行動や
「正々堂々と戦う」，「相手を思いやる」などの
態度が日常生活にも反映されることが期待され
ていると言える。そして近年，学級崩壊やいじ
め，引きこもりなどが社会問題となるなか，こ
うした社会的な態度の育成や道徳性の涵養と
いった役割が，これまでにも増して学校体育に
求められている（友添，2005）。
　このような状況に鑑み，上野（2017a）はフェ
アプレイとして援助行動に注目し，援助行動が
頻繁に行われる鬼遊び（なかま鬼）を開発・実
践した上で，鬼遊びに参加した小学２・３年生
を対象として行った調査の結果，鬼遊びへの参
加を通じて，学校生活場面において先生や仲間
を助けることができるという予期を高められる
可能性が認められたと報告している。
　援助行動は心理学において向社会的行動の一
つであるとされる。その定義は研究者によって
少しずつ異なるものの，自発的に行われ，かつ
他者に利益を与えるという特徴がほぼ共通して
認められる（永井，2011）。近年，援助行動に
関しては心理学以外からもその重要性が指摘さ
れている。例えば山極（2015）は長年にわたる
霊長類研究に基づき，家族やコミュニティが果
たす役割が変化するなかで，個人の能力を高め
るだけでなく，仲間が互いに補い合い他者と協
力して目標に向かうことが社会の維持や幸福に
繋がるとしている。他者の置かれた状況への共
感や援助行動は個人主義が進む現代社会におい
てこそ重要であり，学校現場において助長され
るべき行動であると考えられる。
　先述した上野（2017a）による研究は放課後
に行われる学童保育活動において実施されたも
のであり，そのまま学校体育に応用できるもの
ではない。一方で，研究に認められる三つの特
徴から，援助行動を促進する鬼遊びを学校体育
で実施することには下記の意義が認められる。

　まず一つは，「鬼遊び」が児童期の身体的発
達の促進に有効な運動遊びである点である。鬼
遊びは我が国だけでなく多くの国で広く行われ
ている運動遊びであり，子どもにとって非常に
身近な遊びである。そして鬼遊びには参加者の
敏捷性の発達を促進する動きが含まれており，
生涯にわたってスポーツに親しむ上で必要とさ
れる基礎的能力を培うのであれば，鬼遊びは特
に児童期に実施されるべき運動遊びである（石
塚，2006）。従って，援助行動を促進する鬼遊
びは，どこの国でも実施可能であり，児童期の
心理社会的・身体的発達を促進する教材として
有効な運動遊びであると言える。
　次に，鬼遊び自体に含まれる社会的な態度に
注目している点である。梅垣・友添（2010）は，
体育における道徳学習や責任学習の先行研究を
レビューし，今後の研究に求められる内容とし
て，運動やスポーツで用いられる技術そのもの
に含まれている，道徳性や社会性を高める要素
に注目した研究を挙げている。そしてその具体
例として，柔道において相手が受け身を取りや
すいよう行われる投げ技後の引き手を紹介し，
こうした運動やスポーツに特有な要素を利用し
た教授方法を開発することが，教科としての体
育の存在意義を高めることに繋がると述べてい
る。従って，鬼遊び自体に含まれる社会的な態
度と言える援助行動に注目した体育授業を展開
することは，体育の存在意義を高めることにつ
ながると考えられる。
　最後に，援助行動を促進する鬼遊びが体ほ
ぐしの運動の教材として利用できる点である。
体ほぐしの運動は全学年を対象に「体への気
づき」，「体の調整」，「仲間との交流」を主眼
として実施され，運動の得意不得意を越えて，
仲間と運動を楽しんだり，協力して運動課題
を達成することを目的としている（文部科学
省，2015）。大津ら（2010）は，学級崩壊やい
じめなどの問題を前にして，児童の心の問題に
対する体育の役割が再認識された結果，「仲間
との交流」などを主眼とする体ほぐしの運動に
その役割が期待されるようになったとしてい
る。江村・大久保（2012）は児童の学級適応感
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に対してクラスの友人との関係が少なからず影
響を及ぼすことを明らかにしており，援助行動
を通じて仲間との交流を促進する鬼遊びは児童
の学級適応感を高めると予想され，体ほぐしの
運動に期待されている役割を果たすと考えられ
る。
　以上のように，援助行動を促進する鬼遊びを
体育授業場面で実践することは，１）低下が懸
念されている児童の運動能力・体力の向上を促
進する，２）多くの国で「非生産的で子どもの
生涯にわたって重要な意義を持たない」（友添・
梅垣，2007）と批判される体育の存在意義を示
す，３）身体活動を通じて仲間との交流促進を
図る体ほぐしの運動として具体例を示すなどの
意義を持つと考えられる。一方で，これまで学
校体育においてなかま鬼を実践した研究はな
く，援助行動を促進する鬼遊びへの参加が児童
の援助行動の他，学校生活に及ぼす影響につい
ては明らかにされていない。
　そこで本研究では，小学生を対象として実践
研究を行い，１）なかま鬼の小学校体育授業で
の実施方法について検討すると共に，２）なか
ま鬼が児童の援助自己効力感やクラスにおける
居心地の良さに及ぼす影響について明らかにす
ることを目的とする。

研究１

目的
　研究１では「体育授業における鬼遊び」の実
践を通じて，その実施方法及び援助自己効力感
に及ぼす効果について試行的に検討する。
方法
調査対象者　香川大学教育学部附属坂出小学校
３年生２クラスの児童の内，研究１における２
回の実践に参加した上で，実践前後に行われた
調査に回答した63名（男子26名，女子37名）を
調査対象者とした。
手続き　調査対象者は２つのクラスごとに，
「なかま鬼」及び「しっぽ取り」の２種類の鬼
遊びにそれぞれ参加した。その上で授業の参加
前後に，上野（2016）が作成している児童用援

助自己効力感尺度への回答を求められた。尺度
への回答は，「１．できないと思う」から「４．
できると思う」までの４件法で行い，分析には
全項目に対する回答の平均値を用いた。またな
かま鬼後にのみ，鬼遊び参加中の援助及び被援
助行動の頻度を確認する目的で，１）仲間を助
けるために動くことができた頻度と，２）自分
を助けるために仲間が動いてくれた頻度につい
て回答を求めた。質問への回答は「１．ぜんぜ
んできなかった（してくれなかった）」から「４．
よくできた（してくれた）」までの４件法で行
い，分析には回答の値をそのまま用いた。鬼遊
びの実施に際しては，順序効果を相殺すると共
に，効果の保持について確認できるよう，両ク
ラスにて実施順序を逆にした。また本研究では
鬼遊び参加前後における回答を児童ごとに対応
させる必要があることから，調査は記名式で行
われ，授業前後に授業担当教諭が調査用紙を児
童に直接配布した上で実施し，その場で回収す
る方法により行われた。
　なお調査とは別に，本研究と同時期に３年生
児童を対象として実施された体力テストの内，
児童の敏捷性を測定する「反復横とび」に関す
るデータの提供を受けた。
しっぽ取り　小学校の体育館４分の１程度の広
さの四角形の枠内で，６人もしくは７人を１つ
のグループとして行われた。児童は１人の鬼と
それ以外の逃げ手の役を交代しながら務めた。
逃げ手はしっぽ取り用に市販されているしっぽ
を腰の部分に装着した。開始の合図の後，逃げ
手の児童は鬼にできるだけしっぽを取られない
よう枠内を逃げ回った。しっぽを取られた児童
は枠外に出ることとした。
なかま鬼　しっぽ取りと同じ広さ，グループで
行われた。なかま鬼では６人もしくは７人の児
童が１人の鬼と逃げ手５人の役を交代しながら
務めた。逃げ手の児童は鬼にタッチされないよ
うに枠内を逃げ回るが，逃げ手の児童同士で手
をつないでいる時，鬼はタッチできない。逃げ
手の児童は一度に１人の児童としか手をつなぐ
ことはできない。逃げ手が鬼にタッチされた場
合は，一端止まった後，鬼の合図で再度追いか
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け直した。開始前に「自分だけが助かるのは簡
単である一方，鬼に追われている児童を助けよ
うとすることに価値がある」ことを，授業担当
教諭が説明した上で実施した。
　いずれの鬼遊びにおいても，児童は１分程度
で鬼役を交代しながら繰り返し鬼遊びを行い，
授業時間の中程でしっぽ取りでは逃げ方や追い
かけ方について全体で振り返った。なかま鬼で
はそれらに加えて助け方についても振り返りを
行った。その後再度鬼遊びを続けた後，授業の
振り返りを行った。グループによって多少の差
異はあるものの，１回の授業において12回程度
の鬼遊びが各グループで行われた。なお研究
１・２を通じて，鬼遊びは全て「体ほぐしの運
動」として，児童間の交流に主眼をおいて実施
された。
結果と考察
児童の援助自己効力感に対するなかま鬼の効果
　鬼遊びの種類（なかま鬼・しっぽ取り）及び
調査時期（実施前・実施後）を独立変数，援助
自己効力感を従属変数として，反復測定による
分散分析を実施した。その結果，鬼遊びの種類
及び調査時期の主効果のほか，両変数の交互作
用のいずれも認められなかった（表１）。
　表の数値に明らかなように，鬼遊び実施前後
において援助自己効力感の変化がほとんど認め
られなかった。本結果については，鬼遊び実施
前に行った調査から得られた値が非常に高かっ
たことが影響したのではないかと考えられる。
援助自己効力感尺度の作成段階における小学２
年生から４年生までの援助自己効力感の平均
値（M＝2.85，SD＝.67）との比較では，本研究
において得られた値はその値よりも有意に高い
値を示していた。尺度の作成段階では無記名で

調査が行われた一方，研究１では記名式である
上，調査の実施から回収に至るまでの作業を児
童らの評価者である授業担当教諭に依頼してい
た。そのことが「社会的に望ましい回答」を児
童に促したことにより，平均値が高い値になっ
たのではないかと推察された。
なかま鬼における児童の援助及び被援助行動
と敏捷性の関係　なかま鬼の実施中に児童が
行った援助行動及び被援助行動の頻度と児童
の敏捷性との相関係数を算出した結果，両者の
間に有意な相関関係は認められなかった（援助
行動：r＝.03，p＝.82，被援助行動：r＝－.19，p

＝.14）。
　本結果は，敏捷性に優る児童が援助行動を行
い，敏捷性に劣る児童が助けられてばかりいる
とは限らないことを示している。なかま鬼では
ルールの特性上，俊敏に動くことができなくて
も，予め仲間を助けやすい位置にいたり，その
場から少し動くだけで仲間を助けることができ
る。つまりなかま鬼では，特に敏捷性の高い児
童でなくても仲間を助ける経験を重ねることが
できる。
　一般に鬼遊びが児童期における運動あそび
として推奨される理由として，多様な動きの
経験と共に敏捷性の発達が挙げられる（石
塚，2006）。それは裏返せば，敏捷性に優るこ
とが鬼遊びでの有能さに繋がることを示してい
る。しかしそれでは，敏捷性に劣り常に捕まえ
られる対象となる児童は鬼遊びへの参加を避
けるようになり，結果的に運動能力も高まら
ないという負の循環に陥る可能性がある（杉
原，2003）。鬼遊びでは敏捷性に勝ることのみ
が評価されやすい状況にあるなかで，なかま鬼
における援助行動は児童の有能感を高める別の

表１　援助自己効力感に関する分散分析の結果

鬼遊び前 鬼遊び後
交互作用

主効果

Mean SD Mean SD 時期 種類

援助
自己効力感

しっぽ取り 3.32 .60 3.33 .70 .22 .04 1.21

なかま鬼 3.30 .62 3.28 .68 .00 .00 .01

交互作用・主効果：上段F値，下段η２
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評価の観点となる可能性がある。従ってなかま
鬼は，特に敏捷性に劣る児童の運動参加を促進
する役割を果たすのではないかと考えられた。
　研究１の結果，なかま鬼への参加が児童の援
助自己効力感の向上を導くことを示す結果は得
られなかった。しかしその原因として，調査の
実施方法に問題がある可能性が認められた。他
方，体育授業における鬼遊びの実践方法につい
て情報が得られた。従って本試行となる研究２
では研究実施上の問題点について修正を加えた
上で，なかま鬼への参加が児童の援助自己効力
感に及ぼす影響について再度検討する。

研究２

目的
　研究２では，体育授業におけるなかま鬼の実
践が児童の援助自己効力感及び，クラスにおけ
る居心地の良さの感覚に及ぼす効果について検
討する。
方法
調査対象者　香川大学教育学部附属高松小学校
５年生２クラスの児童の内，研究２における２
回の実践に参加した上で，実践前後に行われた
調査に回答した60名（男子33名，女子27名）を
調査対象者とした。
手続き　研究２では研究１と同様の手続きによ
り鬼遊びを実施したが，それ以外の手続きにつ
いては以下のように修正が加えられた。まず，
研究２では高学年児童を調査対象とすることか
ら，現職教諭との協議に基づき，援助自己効力
感尺度の項目の内「教室でけんかしている子が
いたら，先生をよびに行く」について「教室で
けんかしている子がいたら何とかして止めよう

とする」に内容を修正した。その上で児童の回
答をより細かく検討できるよう，尺度への回答
を「１．まったくできないと思う」から「６．
必ずできると思う」までの６件法に変更した。
なお尺度の修正に際して実施した尺度の妥当
性・信頼性に関する調査の結果，本尺度の妥当
性・信頼性を示す十分な値が得られている（上
野，2017b）。
　次に研究１では，鬼遊び参加中の援助及び被
援助行動の頻度を確認する質問は「なかま鬼」
後にのみ行ったが，研究２では両鬼遊びへの参
加後に実施した。さらに鬼遊びに含まれる援助
行動及び被援助行動が児童のクラスにおける
「居心地の良さ」を高める可能性が推測された
ことから，研究２では江村・大久保（2012）が
作成している小学生用学級適応感尺度の下位尺
度である「居心地の良さの感覚」を測定する５
項目を調査項目に加えた。回答は「１．まった
くあてはまらない」から「４．とてもよくあて
はまる」までの４件法で行い，分析には各項目
への回答の平均値を用いた。
　最後に研究２では全ての調査について，授業
担当教諭ではなく本研究者もしくは研究協力者
となった大学生によって，授業の前後に実施さ
れた。
結果と考察
児童の援助自己効力感に対するなかま鬼の効果
　鬼遊びの種類（なかま鬼・しっぽ取り）及び
調査時期（実施前・実施後）を独立変数，援助
自己効力感を従属変数として，反復測定による
分散分析を実施した。その結果，両独立変数
の交互作用が有意であった（F（1,59）＝9.29，p

＜.01，η２＝.15，表２）。そこで単純主効果を確
認したところ，なかま鬼実施前後の平均値の差

表２　援助自己効力感に関する分散分析の結果

鬼遊び前 鬼遊び後
交互作用

主効果
単純主効果 η２

Mean SD Mean SD 時期 種類

援助
自己効力感

しっぽ取り 4.19 1.30 4.05 1.46 9.29 ＊＊ .43 1.94 なかま鬼前＜なかま鬼後 ＊ .05

なかま鬼 4.10 1.32 4.33 1.30 .15 .01 .04 しっぽ取り後＜なかま鬼後 ＊＊ .07

交互作用・主効果：上段F値，下段η２ ＊＊p＜.01，＊p＜.05
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が有意であり，実施前よりも実施後の方が高
かったほか（F（1,118）＝6.43，p＜.05，η２＝.05），
なかま鬼実施後としっぽ取り実施後の平均値の
差が有意であり，しっぽ取り実施後よりもなか
ま鬼実施後の方が高かった（F（1,118）＝9.35，
p＜.01，η２＝.07）。
　さらに，鬼遊び実施中に児童が行った援助行
動及び被援助行動の頻度について比較したとこ
ろ，援助行動及び被援助行動共に，しっぽ取り
よりもなかま鬼に参加している間の方が行動の
頻度が高いことが明らかになった（援助行動：
t（59）＝6.42，p＜.001，d＝.79，被援助行動：
t（59）＝6.34，p＜.001，d＝.97，表３）。以上の
結果から，援助行動がより促されるなかま鬼に
参加することにより，児童の援助自己効力感が
高まる可能性が窺われた。
　しっぽ取りのような一般的な鬼遊びでは「で
きるだけ長く鬼に捕まらないこと」や「鬼から
巧みに逃げること」が技能の卓越を示す。しか
しなかま鬼では「自分が捕まるリスクを抱えつ
つも，できるだけ多くの仲間を助けるために行
動すること」が技能の卓越を示す行動となる。
また，他の鬼遊びでは敏捷性に優れていること
が技能の卓越を強く説明するが，なかま鬼では
敏捷性に劣っていたとしても，動き方を工夫
することによって仲間を助けることができる。

従ってなかま鬼への参加を通じて，より多くの
児童が他者を助ける経験を重ねることができる。
　援助行動に関する研究では，過去の援助経験
がその後の援助行動を促進することを示す研究
が認められる。例えば妹尾（2001）は，過去に
政府機関や各種団体によって実施されたボラン
ティア活動に関する調査結果をまとめた結果，
過去にボランティア活動を経験したことのある
者は未経験者と比較して，今後のボランティア
活動への参加意向が高いことを示し，実際の活
動のなかに次の活動を動機づける要因が含まれ
ていると指摘している。また高木・妹尾（2006）
は高齢者大学の受講生677名を対象とした調査
の結果，日常生活場面における援助・被援助経
験の影響を受けて変容した援助・被援助に対す
る態度が，次の援助・被援助行動への動機づけ
に影響を及ぼすことを示している。
　こうした先行研究の成果に基づくならば，例
え運動あそびのなかでの経験ではあっても，な
かま鬼に参加するなかで援助経験を重ねること
により，児童の援助行動を促進できる可能性が
あると推測され，今後多方面から検討すること
により本メカニズムを解明する必要があると考
えられた。
児童の居心地の良さの感覚に対するなかま鬼の
効果　鬼遊びの種類（なかま鬼・しっぽ取り）

表３　援助行動及び被援助行動に関するt検定の結果

なかま鬼 しっぽ取り
t値 d

Mean SD Mean SD

援助行動　 2.75 .80 2.03 1.01 6.42 ＊＊＊ .79

被援助行動 2.75 .82 1.90 .93 6.34 ＊＊＊ .97

df＝59 ＊＊＊p＜.001（両側検定）

表４　居心地の良さの感覚に関する分散分析の結果

鬼遊び前 鬼遊び後
交互作用

主効果

Mean SD Mean SD 時期 種類

居心地の
良さの感覚

しっぽ取り 3.13 .87 3.46 1.01 3.29 † 25.66 ＊＊＊ 1.21

なかま鬼 3.12 .79 3.61 .89 .03 .75 .02

交互作用・主効果：上段F値，下段η２ ＊＊＊p＜.001，†p＜.10
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及び調査時期（実施前・実施後）を独立変数，
居心地の良さの感覚を従属変数として，反復測
定による分散分析を実施した。その結果，調査
時期の主効果が有意（F（1,59）＝25.66，p＜.001，
η２＝.75）であり実施前よりも実施後の平均値
の方が高かった。なお交互作用については有意
傾向が認められるに止まった（F（1,59）＝3.29，
p＝.07，η２＝.03，表４）。本結果から，児童の
クラスにおける居心地の良さの感覚について
は，援助行動を含む鬼遊びであるか否かに関わ
らず，鬼遊びへの参加を通じて高まると考えら
れた。
　なかま鬼では援助及び被援助行動が頻繁に行
われることから，クラスにおける居心地の良さ
についても両独立変数の間に交互作用が認めら
れると予想されたが有意傾向に止まった。実
際，なかま鬼の実施前後において居心地の良さ
は大きく向上した一方で，しっぽ取りの実施前
後においても同様な変化が認められた。本結果
は援助及び被援助行動の頻度による違いという
よりも，鬼及び逃げ手という役割が与えられる
なかで，同じグループの児童間の関係性が高
まったことによって導かれた可能性がある。江
村・大久保（2012）は，同じクラスの友人との
関係がクラスにおける居心地の良さの感覚に影
響することを明らかにしている。従って，鬼及
び逃げ手の役割を交代しながら行われる鬼遊び
では，クラスの友人との関係性が強まったこと
により，居心地の良さの感覚が肯定的に変容し
たのではないかと考えられた。

まとめ

　本研究では，本学附属坂出小学校及び高松小
学校の児童を対象とした実践研究を実施し，児
童の援助行動に注目した鬼遊びの体育授業にお
ける実践方法を検討すると共に，鬼遊びの効果
について検討を行った。
　研究１の結果，体育授業における鬼遊びの実
践方法及び，効果の実証に向けた調査方法の修
正点について情報が得られた。またなかま鬼は
一般的な鬼遊びとは異なり，敏捷性に劣る児童

であっても活躍できる特性を備えていることが
明らかになった。研究２の結果，援助行動がよ
り促されるなかま鬼に参加することにより，児
童の援助自己効力感が高まるほか，クラスにお
ける居心地の良さの感覚についても向上する可
能性が窺われた。
　今後は児童の援助行動を促進するメカニズム
を明らかにするために，児童の主観的評価に加
え，実際の援助・被援助行動の頻度や児童間の
交流頻度ほかについて，授業中のビデオ映像を
もとに検討していく。
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